




その１、少ないもので豊かに暮らす
その２、知恵と工夫で楽しい生活
その３、仲間がいれば何でもできる

里の生活心得

その１、少ないもので豊かに暮らす
私たちの日常は便利な物に囲まれた豊かな世界。有り余る物・物に包まれながら、満ち足りることを
知らない人々。家には山のようにオモチャがあるのに、デパートのオモチャ売り場で「あれ欲しい」「こ
れ買って」と泣きわめく子ども。物がたくさんあれば本当に幸せなのか、本当に豊かなのかを考えてみ
よう。

里人の知恵や先人の暮らし方にたくさんのヒントがあるぞ。少しの物しか無い昔の暮らし、それは決し
て貧しいものではなかった。彼らは複雑な機械などに頼らず、季節毎に得られる自然の恵みを活かし
て自然と共生して豊かに暮らしていた。自然から手に入る最小限のもの（食料やエネルギーや道具）
を使って、不自由なく豊かに生活してたんだ！私たちも見習って「少ないもので豊か」に暮らそう！

その２、知恵と工夫で楽しい生活
ススキの葉っぱでバッタが作れる。川原で拾った石でアクセサリーができちゃう。そこらにありふ
れたもので充分楽しく遊べる。道草で子どもは夢中になって遊ぶ。テレビやコンピューターゲーム
が無かった時代は、決して退屈だったわけではない。身近にある木の枝や木の実などでいくらでも
遊べた。

先人の知恵はありがたい。知っているのと知らないのでは大違いだ。遊びだけじゃない。おいしい
食べ物だって知恵と工夫で簡単に手に入る。寝る場所だって木の葉や草を敷くだけでフカフカにな
る。里に伝わる知恵と皆で考えた夫次第だ。それから豊かな想像力があれば生活が何倍も楽しく
なる。人間ってすごいね！

死んだおばあちゃんが「もったいない」という言葉をよく使った。使い捨てのトレイなどもきれいに
洗って溜めていた。決して「けち」だった訳じゃない。物の価値が充分に活かされていないことを惜
しいと思う生活哲学なのだ。里人の知恵やみんなの工夫を持ち寄って、素材の持ち味を活かせば、
少ないものでも楽しく過ごせるものだ。人間ってすごいね！

ゴマ豆腐つくり



その３、仲間がいれば何でもできる
いつも自分勝手で、仲間のことを大切に思わない君！もし、「今から君一人で誰にも頼らずに生活
してごらん」と言われたらどうする？人間は一人だけではたいしたことはできないことに気付くだろう。
第一、空腹を満たす食事ができない。私たちの生活は実にたくさんの人によって支えられている。普
段そのことに気付かないだけだ。

子どもだけで群れて生活するこのキャンプでは、わがままを言いつづけるヤツは生きていけない。次
第に仲間が相手をしなくなる。このキャンプの経験を通して、仲間がいることで不安なく楽しくやって
いけることに気付くようになる。一人ではなにもできないが、力を合わせれば大きな木にも登れるし、
そこに秘密基地だってつくれるぞ！仲間が集まればすごいことができる。群れを作って、自分たちの
世界（技）を形成してみよう！

仲間に頼られるのは気分がいいものだ。自分の気分にこだわってひきこもっているより、みんなと行
動を共にした方が愉快なことが多い。困っている仲間に手を差し出すのは、初め勇気が要るけど、
強く握り返されて「サンキュ」って言われるのは気分がいいよ。
信頼できる仲間がいることは君の人生にとって、きっとすごいことなんだ。

葉笛

取たてのとうもろこしをガブリ！

摘果みかんのジュース作り



■目 的
中山間地において、河川とその流域の豊かな自然と文化（里の
生活）にたっぷりと子どもを浸し、たくさんの里の体験や人との
交流を通して、逞しく感性豊かな子どもの育成を目指す。

■活動内容
○里の遊び
○川の自然と文化
○食農体験

■日 時
２００２年８月２日（月）から４日（水）まで（２泊３日）

■場 所
静岡県榛原郡相良町海浜公園
静岡県瀬戸川中流域（藤枝市稲葉）・上流域（瀬戸谷地区）

■参加者
小学４年生～中学１年生（３０名・内5名去年度参加者）
大人（７名）

■宿泊場所
藤枝市滝沢、やまびこ宿舎

■スタッフ
・本部スタッフ（1０名）
・チームリーダー（５名）
・プログラムリーダー（５名）
・ボランティアスタッフ（１０名）

キ ャ ン プ 概 要



一日目（8月2日）
午
前

サプライズ：御前崎海岸！山田校長先生合流

開校式・アイスブレイク：地頭方海浜公園見晴台

プロジェクト・ウエット「驚異の旅」

ビーチ・コーミング

午
後

ご当地の昼食・ミニ水族館・波打ち際で遊ぶ、後バス移動

瀬戸川・中流域：勝草橋・元井戸ウォーク、後バス移動

宿泊地到着・竹食器作り、後夕食

読み聞かせ

恒例の手紙配布

開校式：日差しが強く急きょ作ったタープに集合した。まだ皆そわそわしていたね。

アイスブレイク：「人間知恵の輪」早く輪ができ
た班から班の名前が選べたからみんな必死。

「驚異の旅」でみんなは、サイコロに翻弄される地球の水になって旅をした。



ビーチコーミング：漂着物をよくみると、遠くインドネシアで作られたものがあった

地頭方の皆さんが作ってくれた冷たい
味噌汁「がわ」など食べながらも、まなざ
しは見慣れない海の生き物に夢中だ。

食後の浜辺の時間はあっという間に・・

さてバスで移動をして、里の楽校フィール
ド「瀬戸川」だ。勝草橋には人を化かすキ
ツネがいた話を校長先生から聞いた。

校長先生直伝の道草遊びをした班や
川原探検の班もあった。ゴールは元
井戸。昔の町の水源が残っていた。



再びバスで移動して、宿泊地「やまびこ
会館」に到着。はじめにしたのは、自分
の竹食器を作ることだった。

夕食：山が育てて海で取れるシラスや桜えびのかき揚げも自分達で作った。
＊心配そうに左上から校長先生がのぞいているのがわかるかな？

夕食の後に、山田校長先生
から多治見キッズの皆へ読
み聞かせの時間。 「アカテガ
二」の小さな勇気の話。
開校式で話した

「最初はグー！！」
それは一人ひとりの手には
「何」かをつかんで生まれてき
たということだった。

おっと！忘れちゃい
けない。多治見市に
残ってみんなのこと
を想う人から手紙を
預かっているだ・・・

それぞれ渡された後、
しみじみと読みふけ
る顔は、朝とは違っ
たね。



二日目（8月3日）
午
前

朝食

道草・アイガモ農法見学

バス移動

瀬戸川・中流域：木登り・石磨き・川遊び・ウォータースライダー

午
後

昼食・カキ氷

天候のためバスで宿泊地に移動

鳥絞め・露天風呂準備・魚とり

露天風呂

宿泊地到着・竹食器作り

恒例のチキンカレーの夕食

ネイチャーゲーム「魔法の鍋」

歩いて川遊びに行く途中も楽しめ
る「里歩き」途中アイガモと田んぼ
の関係を学んだ。アイガモには三
つの役割があるんだ。一つは害
虫を食べる・・あとは憶えてる？

見よ！この集中力！一見不気味
な様子・・みんな、たくさん道草
食っていたね。





卵拾いの後、里の楽校の
プログラム「鳥絞め」だ。



まるで拷問！？火付け体験：マッチ３本で火がつくかな？

命を「いただきます！」



三日目（8月4日）
午
前

朝食

出発式

リバートレッキング

お不動さんに誓い！

「環境リーダー宣言」

午
後

食体験

里遊び

分かち合い

閉校式







山間を流れる荒々しい川の流れに挑戦だ。
仲間同士助け合って、けが人やおぼれる者を出すな。
皆の頑張りや優しさをお不動様が見ているぞ！

リバートレッキングとは
「一般に中上流部の川は頻繁に曲がりくねっており、その度に変わる風景を楽しみながら上
流に向かって上っていく。主に川岸の歩きやすいところをたどっていくが、流れを横断したり、流
れの中を逆に逆らいながら上流に向かって歩いたり､大きな石を越え、滝のような流れの段差
を越えたり、低い堰堤を登ったり、本能に近いわくわくした運動ができる。それに、清清しい流れ
の感触と､美しい風景が言い得ぬ感動となって身体の奥から湧き出してくる。このようなリバート
レッキングは、稀に見る五体と五感をあますことなく使う運動であり、また、川の自然環境を利
用したネイチャートレッキングである。」

＊チームリバートレッキング提案書（日本環境倶楽部）より

リバートレッキング
～お不動様の渓流に挑戦！～

ただいま「ブレイク」中。皆
さん全力で遊んでいらっ
しゃる・・・。

列を作って前の人についていく「トレ
イス」。手を差し出されたらしっかり
握り締め助け合う「グリップ」。ゴー
ルはまだまだ先だゾ～！

注：トレイス、グリップ、ブレイクの説明は次ページ参照



プログラムリーダーの事前準備が

このアクティビティーの生命線だ！

１ コース下見 （参加者の能力に対応したルートの確認、伴走班は道路上を並走）

２ トレッキング区間の最終決定（天気予報と水量などの現地の状況によって）

３ 携帯電話連絡網の確認、記録、通信可能範囲の確認

４ 参加者の安全確保、危険箇所の確認、エスケープポイント（川から道へ上がれる場所）の確認

５ 装備の確認 （バスタオル、暖かい飲み物、ライフジャケット等）

６ 救急病院までのルートの確認及び毒血清等の確認（毒ヘビや毒虫対策）

７ 監視・伴走及び廻送など補助体制の確認

８ 薬の配置確認

９ 天候などによる日程変更打ち合わせ

３つのルール

トレイス・・・・・移動中は、安全上や川へのインパクトを考慮して１列になって進む。 安全と冒険

に配慮してコース取りを決めるのは先頭を歩くリーダー。後に続くものは、リーダーを信

頼し、コースから外れることなく前の人に従って進む。

グリップ・・・・・前の人に手を差し伸べられたら、これを拒まず、手を貸してもらい互いに助け合っ

て安全に進む。２人の手がお互いの手首をしっかりつかみ合うように手をつなぐ。

ブレイク・・・・移動中とは反対に、隊列と緊張を解いて、休憩したり、自由に遊べる時間を設ける

こと。リーダーが川の様子を見て判断して、ブレイクの範囲や時間を明確に宣言する！



不思議な石の魅力
に迫れ！！石磨き

瀬戸川・里の楽校のフィールドである瀬戸川では“よもぎ石”と呼ばれる
石（蛇紋岩と呼ばれたり、他の地域ではぶとう石と呼ばれていたりする。
よもぎ色をしていて磨くと白っぽい緑の粉がでるのが特徴）がたくさん見
つかる。磨けばピカピカに光る宝石だが何もしなければただの石である。
子ども達は砂岩でよもぎ石を磨きピカピカになるまで挑戦する。ある程
度まで磨き、最後に水ヤスリ（1000番～）で仕上げ磨きをするとキラキラ
になる。それをハートの形にしたり動物の形にしてペンダントに加工する。

よもぎ石のペンダント

川原に転がっているどんな石も、手にとって眺めると、個性がある。手触り、色、つや、形、大きさ、重さ
など、ひとつとして同じ石はないのである。石の分類（種類わけ）は学校の授業でやるが、石の楽しみ方
遊び方は教えてくれない。
石は、生物と同様に川ごと、地方ごとに特色を持っている。また上流なのか下流なのか、位置している
場所によっても、石の大きさや形は変わっている。従って石を使った遊びも、場所によって異なるのであ
る。
砂岩は丸っこいものが多いけど石灰岩は角張っている。砂岩はざらざらしているので、やすりの代わり
に用いることができる。

作業は坦々と磨くという実に単純な活動で、根気がいる。しかし不思議
と彼らは強い興味を持って黙々と磨き続ける。磨くことによってどんな
命を吹き込んでいるのだろう。



藤枝市

事前の広報や川辺の木々の手入をお願いして
いる。

杵塚農園

㈱エクノスワタナベ

技術で創る自然とのベストバランス

誇り高き有機栽培農家
卵・鶏・宿舎を提供。

大井川流域ネットワーク

大井川流域の豊かな自然と文化を子ども達へ！

三井住友建設株式会社

時代の最先端を創造する

主催：

(社)聖稜リハビリテーション病院

自然豊かな宮原の地で安らぎとくつろぎを提供する
子どものけがや病気に２４時間対応してくれた。

NPO法人 まちづくり支援隊

杵塚農園周辺の道整備・宿舎のシャワールームの
建設など事前に大活躍

里の楽校は、畑や農作物を提供する農家、リーダーとなる学生、炊事をして
くれるご父兄、労力や資材提供いただく各種団体など、瀬戸川と子どもを愛す
る多くの人々の参加と協力によって成り立っています。

校長 ： 山田 辰美【理事長】 （富士常葉大学助教授、瀬戸川フォーラム代表）

教頭 ： 橋本 純【副理事長】 （藤枝北高校、空耳子ども会主催者）

教 務 主 任： 大塚 克明【理事】 （がんまめファミリー倶楽部）

(プログラム担当) : 小田 稔彦【理事】 （大鐘測量設計、大井川流域ネットワーク）

: 山田 剛弘【理事】 （三井住友建設株式会社、ＮＰＯ法人街作り支援隊）

給食・用務 ： 横山 勝太郎【理事】山田 龍子【理事】 （稲葉を守る女性ネットワーク）

青島 雅之（割烹青島）

実 習 農 場： 杵塚 敏明【理事】（杵塚農園） 飯塚 武司（がんまめファミリー倶楽部）

事 務 室 ： 黒瀬 和成【理事】（大鐘測量設計、大井川流域ネットワーク）

： 伊藤 明彦【理事】（エクノスワタナベ、瀬戸川フォーラム）

堀井 重子(受付窓口) 日向崇紹（大井川流域ネットワーク）

村松まゆみ 風間雄貴 望月裕子 石澤勇助(富士常葉大学）

先生(リーダー)： 里の楽校リーダー養成講座で学んだ高校生と大学生

先輩(ジュニアリーダー)：里の楽校リーダー養成講座で学んだ中学生（里の楽校卒業生）

保 健 室 ： 聖稜リハビリテーション病院・菅ヶ谷医院

後 援 会 ： 阿井 晃【監事】(聖稜リハビリテーション病院理事長)

： 渡辺 哲朗【監事】(エクノスワタナベ社長)

夏
休
み
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ

職

員

室

特定非営利活動法人

組
織

瀬戸川フォーラム

瀬戸川流域の自然と文化を考えるNGO。
市民を交えて勉強会(講演会)やイベントを開催

している。「あげんだい」づくりを担当。

がんまめﾌｧﾐﾘｰ倶楽部

環境保全型農業と共に、「これはおもしろい

農」と思える仕事や遊びを創造するグルー

プ。

「そらみみ」子ども会

自然の中で五感をフルに使った活動や

農業体験などのイベントや遊びを毎月開

催。

島田土木事務所

川の治水・利水・環境を創造する
事前にキャンプサイトの整地をお願いした。

国土交通省静岡河川工事事務
所

川の治水・利水・環境を創造する
キャンプ本番に用務を補助。

(株)山田油店

ガスや灯油など里楽のエネルギーは引き受け
た

ナカダ産業株式会社

ロープ、ネットの国内需要の大半を生産。

プレイパークの資材やリーダーの使うロープを提
供

大鐘測量設計(株)

自然と共生する街づくり



NPO法人“里の楽校”は、
みんなを元気にしま

す

環境保全、自然体験活動教育、農業と食料問題などに興

味のある青少年が、活動に関わるきっかけの場を提供しま

す。環境教育の具体的な手法や子どもの指導法などの習得

を目的として、冬季、春季の里の楽校リーダ―養成講座の

他に、通年のトレーニングプログラムを展開しています。夏

休み子どもキャンプでは、子どもと寝食を共にするチーム

リーダーやプログラムの運営をするプログラムリーダーとし

て、自己実現の場を提供します。

地域づくり・環境保全のネットワーク化

感性豊かな子どもの育成
瀬戸川の清らかな流れが育んだ豊かな自然と文化が残

るこの地域には、誇りを持って農業を営む人や、この川と

里の環境を大切にしている人が住んでいます。その人達

がこの自然環境に恵まれた地域に子ども達を集め、子ども

と地域のために環境教育の場を開設することにしたのです。

たっぷりとある時間と空間の中で様々な里の体験を重ね、

仲間や自然との繋がりや関わりを確かめ合う機会を与え

たいと思います。

私達は、①懐かしい里の遊び②収穫やそば打ちなどの食

農体験③川の自然や文化との触れ合いを通じて、逞しく、

思いやりがあり、感性豊かな子どもの育成を目指します。

里の楽校が参加している、瀬戸川フォーラムは、静岡県中

部を中心に地域活動や環境活動をしている団体の連合体と

して構成されています。そこに静岡県内の学生を中心とした

若い力を入れて、瀬戸川流域の様々な地域活動の活性化を

はかり、里地の環境保全に関わる活動を展開します。そのた

めに、学生などの活力を導入するだけでなく、地元で活動さ

れる中心的なメンバーに加えて、広く市民ボランティアや協賛

者の参加を募り、幅広いネットワークを構築したいと考えてい

ます。

青少年の環境教育リーダーの養成
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